
八百津町議会議員　三宅和行 氏
全国町村議会議長会（自治功労者）表彰の授与

全国町村議会議長会から名誉町村議会議員の称号が贈られました。
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2 やおつ議会だより No.186 2022.5

　　三宅和行議員  全国町村議会議長会表彰
　八百津町議会議員三宅和行氏が、令和４年２月８日に全国町村議会議長会から、町
村議会議員として５０年以上在職し功労のあった議員として名誉町村議会議員の称号
とともに、全国町村議会議長会表彰を授与されました。岐阜県内初・全国で 27番目
の栄誉を称えるとともに三宅和行議員のこれまでの議員活動のあゆみをご紹介します。

在
　
　
職
　
　
歴

在
　
　
職
　
　
歴

昭
和
46
年
9
月　

�

　
初
当
選

昭
和
50
年
9
月　

�

　

２
回
当
選

昭
和
54
年
9
月　

�

　
３
回
当
選

昭
和
58
年
9
月　

�

　
４
回
当
選

昭
和
62
年
9
月　

�

　
５
回
当
選

平
成
3
年
9
月　

�

　
６
回
当
選

平
成
7
年
9
月　

�

　
７
回
当
選

平
成
11
年
9
月　

�

　
８
回
当
選

平
成
15
年
9
月　

�

　
９
回
当
選

平
成
19
年
9
月　

�

　
10
回
当
選

平
成
23
年
9
月　

�

　
11
回
当
選

平
成
27
年
9
月　

�

　
12
回
当
選

令
和
元
年
9
月　

�

　
13
回
当
選

委
　
員
　
長
　
歴

委
　
員
　
長
　
歴

昭
和
47
年
～
昭
和
48
年 � 

厚
生
経
済
委
員
会

昭
和
53
年
～
昭
和
55
年 �

 

建
設
委
員
会

昭
和
58
年
～
昭
和
59
年 �

 

総
務
委
員
会

平
成
5
年
～
平
成
6
年 � 
建
設
農
林
委
員
会

平
成
7
年
～
平
成
8
年 � 
議
会
運
営
委
員
会

平
成
8
年
～
平
成
9
年 � 

民
生
文
教
委
員
会

平
成
13
年
～
平
成
14
年 � 

建
設
産
業
委
員
会�

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 � 

議
会
運
営
委
員
会

平
成
16
年
～
平
成
17
年 � 

建
設
産
業
委
員
会

特特  

別別  

委委  

員員  

長長  

歴歴

昭
和
53
年
～
昭
和
54
年�

　
　
　

 

議
員
選
挙
区
制
度
等
審
査
特
別
委
員
会

平
成
11
年
～
平
成
13
年�

　
　
　

 

下
水
道
事
業
対
策
特
別
委
員
会

平
成
15
年
～
平
成
19
年�

　
　
　

 

首
都
機
能
誘
致
対
策
特
別
委
員
会

これまでの歩み

「
飯
田
町
長
と
の
思
い
出
」

昭
和
46
年
、
私
は
、
当
時
ま
だ
珍
し

か
っ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
、「
70
歳
以

上
の
老
人
医
療
費
の
無
料
化
」、「
可
燃

ご
み
の
無
料
収
集
」、「
無
駄
を
な
く
す

清
潔
な
町
政
」
を
掲
げ
て
初
当
選
し
て

以
来
、
50
年
間
、
町
の
発
展
の
た
め
歩

ん
で
き
ま
し
た
。　

今
回
、
私
の
一
番
印
象
深
い
初
当
選

か
ら
３
年
余
り
の
飯
田
藤
行
町
長
と
の

思
い
出
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
当
時

の
八
百
津
町
は
、
人
口
が
約
１
万
７
千

人
、
総
予
算
額
７
億
７
千
万
円
で
、
う

ち
交
際
費
や
食
糧
費
の
予
算
が
全
体
で

１
千
７
百
万
円
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

飯
田
町
政
で
は
、
な
か
な
か
自
由
に
物

を
言
え
な
い
雰
囲
気
の
中
、
町
の
行
政

改
革
に
取
り
組
む
た
め
、
言
う
べ
き
こ

と
は
言
う
議
員
と
し
て
、
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
で
掲
げ
た
行
政
改
革
や
保
育
料
の
減

額
、
国
保
税
の
１
千
万
円
投
入
な
ど
の

施
策
を
論
点
に
、
飯
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町
長
と
議
場
や

委
員
会
で
激
し
く
議
論
を
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つ
け
合
い

祝

ま
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。
時
に
は
机
の
名
札
が
飛
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で

き
そ
う
に
な
っ
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こ
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あ
り
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が
、
真
摯
に
議
論
を
重
ね
る
こ
と
で
、

最
終
的
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田
町
長
の
英
断
も
あ
っ
て

実
現
に
至
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
議

会
で
の
や
り
取
り
が
あ
っ
た
た
め
か
、

当
時
の
町
執
行
部
か
ら
は
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ま
れ
る
こ

と
も
多
々
あ
り
、
議
員
活
動
で
は
筆
舌

に
尽
く
し
が
た
い
大
変
な
苦
労
が
あ
り

ま
し
た
。
今
で
は
懐
か
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い
思
い
出�

で
す
。

飯
田
町
長
と
本
音
で
議
論
を
交
わ
す

中
で
、
彼
の
優
し
さ
や
大
き
さ
が
分
か

り
か
け
て
き
た
矢
先
に
、
志
半
ば
で
急

逝
さ
れ
た
こ
と
が
本
当
に
残
念
で
仕
方

が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
に
と
っ
て
飯
田
町

長
は
忘
れ
ら
れ
な
い
人
で
、
今
で
も
時

折
、
当
時
の
こ
と
が
脳
裏
に
浮
か
ん
で

き
ま
す
。
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三
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　第１回八百津町議会臨時会が、令和４年１月１２日に招集され、会期を１日として開かれました。今回
提案された議案４件について、金子町長から提案理由の説明と執行部から議案説明が行われた後、委員会�
付託を行いました。その後、各常任委員会委員長から付託された案件についての審査の経過及び結果の報告
があり、採決の結果、１件を承認、３件を可決とし、今臨時会を閉会しました。

第１回八百津町議会臨時会
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議決結果：◎◎…可決、同意、採択　××…否決、不同意、不採択
賛否状況：○○…賛成　××…反対　ー…議長は採決に加わらない 結　

果
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主な内容

議 案 番 号 議　　　　　　案　　　　　名

議案第１号 専決処分した事件の承認について（令和３年度
八百津町一般会計補正予算（第７号）） ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇

6千 503 万９千円を増額し、予算
総額 62億 6千 582万 9千円

議案第２号 令和３年度八百津町一般会計補正予算（第８号） ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇
1 億 6 千 702 万 4 千円を増額し、
予算総額 64億 3千 285万 3千円

議案第３号 財産の処分について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇
新丸山ダム建設事業に伴う仮設備
工事用地として活用させるための
立木処分

議案第４号 財産の処分について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇
新丸山ダム建設事業に伴う仮設備
工事用地として活用させるための
立木処分
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月
定
例
会

●令和４年度 一般会計予算など全議案を可決 
　　一般会計　５８億７，３００万円（対前年度比 1.3％増） 
　　特別会計　２７億  　８００万円（対前年度比 1.8％増）

●「町営住宅の現状と今後の課題について」など 
� ８氏が一般質問

１．笑顔で寄り添う福祉と健康のまちづくり� �
〇医療的ケア児看護師事業 	  259 万 2千円�
〇新型コロナウイルスワクチン接種事業 	  1,863 万 3千円�
〇視力スクリーニング検査機器購入事業 	  119 万 9千円

２．快適な生活を過ごせる安心・安全なまちづくり� �
〇土砂災害ハザードマップ作成等事業 	  376 万 2千円�
〇通学路カラー舗装工事 	  640 万円

３．優しく郷土愛を育む歴史・文化のまちづくり� �
〇あおやぎの里にぎわい広場整備事業 	  1,724 万 2千円

４．ともに考え、ともに創る魅力・にぎわいのあるまちづくり� �
〇「やおつのおやつフェスティバル」事業 	  670 万 4千円

「医療的ケア児看護師事業」
　令和３年６月に成立した「医療的ケ
ア児及びその家族に対する支援に関す
る法律」に基づき、日常生活や社会生
活において恒常的に人工呼吸器による
呼吸管理や痰吸引などの医療的ケアを
受けることが不可欠な児童、いわゆる
「医療的ケア児」の
保育園での受け入れ
について、町内医療
機関の協力をいただ
き、実施する事業　

4 やおつ議会だより No.186 2022.5

　令和４年第２回定例会は、去る３月２日に招集され、同月 18日までの 17日間の会期で開かれました。
　本会議初日には、金子町長から施政方針演説が行われ、町政運営と新年度予算案を始めとする提案理由の
説明が行われました。続いて、執行部から提出議案 21件の議案説明が行われ、うち２件について委員会付託
を行いました。その後、各常任委員会委員長から付託された案件についての審査の経過及び結果の報告があり、
採決の結果、２件の議案を原案のとおり可決した後、散会しました。
　本議会２日目の 11日には、８名の議員が一般質問を行いました。この様子はＣＣネットにより生中継と録
画放送されました。次いで、各議案に対する質疑が行われた後、各常任委員会に審査を付託しました。また、
議員提出議案第１号について、提出者の説明、質疑が行われ、採決の結果、原案のとおり可決した後、散会
しました。
　本会議３日目には、各常任委員会委員長から付託された案件についての審査の経過及び結果の報告があり、
採決の結果、全議案を原案のとおり可決し、今定例会を閉会しました。

　新年度は、「新たな日常」の構築に向けた効率的・効果的な行財政運営を進め、中長期的な視点から
限られた財源を最大限活用しつつ、将来にわたって持続可能で堅牢な財政基盤を維持できる予算編成と
いたしました。観光の振興では八百津町の「食」をテーマに（仮称）「やおつのおやつフェスティバル」
の開催、また、新型コロナウイルスのワクチン接種について、町民の皆さまの不安を解消し、確実かつ
速やかに接種を進めるために、必要な予算措置をいたしました。

新年度予算説明からの抜粋新年度予算説明からの抜粋

◎主な事業を第５次総合計画の基本目標に沿って説明します。
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令和４年度　八百津町一般会計当初予算

１．議会費
67,598
1.15%

２．総務費
980,328
16.69%

１２．諸支出金
728,112
12.40%

１３．予備費
30,000
0.51%

１１．公債費
456,066
7.77%

１０．災害復旧費
4,000
0.07%

７．土木費
457,103
7.78%

８．消防費
284,536
4.84%

９．教育費
560,510
9.54%

５．農林水産業費
341,694
5.82%

６．商工費
191,423
3.26%

４．衛生費
310,340
5.28%

12.交通安全対策特別交付金
800
0.01%

13.分担金及び負担金
31,467
0.54%

14.使用料及び手数料
108,642
1.85%

15.国庫支出金
398,304
6.78%

16.県支出金
417,714
7.11%

17.財産収入
72,203
1.23%

18.寄附金
200,003
3.41%

19.繰入金
198,976
3.39%

20.繰越金
70,000
1.19%

21.諸収入
189,332
3.22%

22.町債
207,700
3.54%

2.地方譲与税
106,000
1.80%

3.利子割交付金
1,000
0.02%

4.配当割交付金
5,200
0.09%

5.株式等譲渡所得割交付金
1,900
0.03%

6.法人事業税交付金
17,000
0.29%

7.地方消費税交付金
234,000
3.98%

8.ゴルフ場利用税交付金
29,000
0.49%

9.環境性能割交付金
7,000
0.12%

10.地方特例交付金
8,000
0.14%

1.町税
1,450,759
24.70%

11.地方交付税
2,118,000
36.06%

３．民生費
1,461,290
24.88%

総額
5,873,000
千円

総額
5,873,000
千円

(単位：千円）
歳入・歳出総額　5,873,000千円

令和４年度八百津町一般会計
当初予算（歳入）

令和４年度八百津町一般会計
当初予算（歳出・目的別）

※割合は四捨五入のため、合計が
　100％にならない場合があります。



八百津町議会次回の定例会は

６月９日（木） 
開会の予定です

一般質問の様子はCCNet　地デジ 12ch�
で生中継 · 録画放送されます

詳細は議会事務局までお問い合わせください�

☎４３-２１１１( 内線２３０２)
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▼
令
和
３
年
度
八
百
津
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
９
号
）

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

衛
生
関
係
の
追
加

　
　

�
 

８
３
８
万
２
千
円

▼
令
和
３
年
度
八
百
津
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
10
号
）

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
総
務
関
係
の
追
加

　
　

�
 

３
１
１
万
９
千
円

▼
民
生
関
係
の
追
加

　
　

�
 

２
８
８
万
７
千
円

▼
衛
生
関
係 �

 

財
源
振
替

▼
商
工
関
係
の
追
加 � 

２
０
万
２
千
円

▼
土
木
関
係
の
追
加 �

 

1
千
万
円

▼
消
防
関
係
の
減
額

　
　

�
 

▲
３
２
２
万
４
千
円

▼
教
育
関
係
の
追
加

 　
　

�
 

１
９
５
万
１
千
円

▼
諸
支
出
金
の
追
加

　
　

 �
 

１
億
１
千
１
２
５
万
１
千
円

▼
令
和
４
年
度
八
百
津
町
一
般
会
計
予

算
・
特
別
会
計
予
算
・
企
業
会
計
予
算

　

下
記
「
会
計
別
予
算
」
を
参
照
。

（
詳
細
は
広
報
「
や
お
つ
」
４
月
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。）

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

予
　
　
算

そ 

の 

他

議
員
提
出
議
案

▼
財
産
の
取
得
（
土
地
の
取
得
）

▼
所
在
地　

八
百
津
町
久
田
見
字
源
田　

　

洞
５
２
３
８
番
１

▼
種
別　

山
林

▼
数
量　

７
千
７
１
８・

８
１
㎡

▼
買
収
の
目
的　

道
路
用
地

▼
買
収
の
方
法　

随
意
契
約

▼
買
収
の
価
格　

　

９
７
５
万
４
千
２
４
９
円

▼
説
明　

町
道
八
百
津
・
久
田
見
線
道　

　

路
改
良
事
業
に
伴
う
久
田
見
地
内
の

　

土
地
の
取
得

▼
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
抗
議

す
る
決
議
の
提
出
に
つ
い
て

［
提
出
議
員
］�

長
谷
川
議
員・後
藤（
香
）議
員�

舘
林
議
員
・
三
宅
議
員

［
結　
　

果
］
可
決

（
詳
細
は
8
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。）

常
任
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

常
任
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ　

今
後
の
消
防
団
員
数
の
確
保
は
。

Ａ�　

旧
消
防
力
の
整
備
指
針
で
算
出
す

る
災
害
時
に
必
要
な
団
員
数
２
１
０

名
を
団
員
数
の
目
安
と
し
て
維
持
し

て
い
き
た
い
。

Ｑ　

風
疹
抗
体
検
査
の
実
施
は
。

Ａ�　

抗
体
検
査
実
績
は
、
約
３
０
０
名

で
す
。
令
和
４
年
度
も
予
算
化
し
実

施
し
ま
す
。

Ｑ�　

家
庭
用
飲
用
井
戸
等
整
備
事
業
補

助
金
の
ニ
ー
ズ
が
多
い
場
合
は
。

Ａ�　

令
和
４
年
度
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

多
く
あ
る
場
合
は
、
令
和
５
年
度
以

降
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

会計別予算� （単位：万円）
会　計　の　区　分 令和４年度予算額 令和３年度予算額 増　減（％）

一　般　会　計 587,300 580,000 1.3

特 別 会 計
国 民 健 康 保 険 139,000 135,400 2.7
後期高齢者医療 19,800 18,500 7.0
介 護 保 険 112,000 112,200 △ 0.2

企 業 会 計
上 水 道 事 業 69,350 69,913 △ 0.8
下 水 道 事 業 72,180 75,528 △ 4.4

合　　計 999,630 991,541 0.8
※金額の表記は 1万円未満を四捨五入しています
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３月定例会　議案等の審議結果
可決された議案
議決結果：◎…可決、同意、採択　✕…否決、不同意、不採択
賛否状況：○…賛成　✕…反対　ー…議長は採決に加わらない

結　
　
　
果

安　
藤　
峰　
行

赤　
塚　
孝　
博

後　
藤　
香
代
里

後　
藤　
一　
夫

長
谷
川　
泰　
幸

林　
　
　
俊　
宏

舘　
林　
久　
宜

加　
藤　
良　
治

山　
田　
　
　
勉

三　
宅　
和　
行

主な内容

議案番号 議　　案　　名

議案第 5 号 令和３年度八百津町一般会計補正 
予算（第 9 号） ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 838万 2千円を増額し、予算総額 64憶 4,123 万 5千円

議案第 6 号 八百津町個人情報保護条例の一部 
を改正する条例について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇

デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する
法律の施行に伴い、引用している法律の規定を改めるため
条例の改正を行うもの

議案第 7 号 八百津町職員定数条例等の一部を 
改正する条例について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇

機構改革による組織の変更に伴い、各部局の定数及び分掌
事務の変更を行うほか、所要の改正を行うため関係条例の
改正を行うもの

議案第 8 号 八百津町職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 国家公務員の給与勧告に伴い、一般職職員の期末手当改定

を行うため条例の改正を行うもの

議案第 9 号
八百津町議会議員の議員報酬、費
用弁償及び期末手当に関する条例
の一部を改正する条例について

◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 国家公務員の給与勧告に伴い、八百津町議会議員の期末手
当改定を行うため条例の改正を行うもの

議案第 10 号 八百津町長等の給与に関する条例
の一部を改正する条例について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 国家公務員の給与勧告に伴い、八百津町長等の期末手当改

定を行うため条例の改正を行うもの

議案第 11 号
八百津町教育長の給与、勤務時間、
休暇等に関する条例の一部を改正
する条例について

◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 国家公務員の給与勧告に伴い、八百津町教育長の期末手当
改定を行うため条例の改正を行うもの

議案第 12 号
八百津町へき地保育所の設置及び
管理に関する条例を廃止する条例
について

◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇

へき地保育所の潮南保育園は、園児数の減少により平成
２６年から休園としていたが、今後も保育所の再開の見込
みがなく施設としての機能を廃することが適当と判断され
ることから条例の廃止を行うもの

議案第 13 号 八百津町国民健康保険税条例の一
部を改正する条例について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇

全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法
等の一部を改正する法律及び同法律の施行に伴う関係政令
の整備等に関する政令の公布に伴い、未就学児に係る国民
健康保険税の被保険者均等割額の減額措置について規定す
るほか、所要の改正を行うため条例の改正を行うもの

議案第 14 号 八百津町地震防災対策推進条例の
一部を改正する条例について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 災害対策基本法等の一部を改正する法律の施行に伴い、�

警戒レベルの情報名称を改めるため条例の改正を行うもの

議案第 15 号
八百津町消防団員の定員、任免、
給与、服務等に関する条例の一部
を改正する条例について

◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 消防団員の定員、種類及び報酬等について見直しを行うほ
か、所要の改正を行うため条例の改正を行うもの

議案第 16 号 八百津町消防団員等公務災害補償
条例の一部を改正する条例について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇

消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律の一部
改正に伴い、公務災害補償を受ける権利を担保とする特例
を削るため条例の改正を行うもの

議案第 17 号
八百津町非常勤消防団員に係る 
退職報償金の支給に関する条例の
一部を改正する条例について

◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 機能別団員の任用に伴い、非常勤消防団員に係る退職報償
金の支給に関する規定を定めるため条例の改正を行うもの

議案第 18 号 令和３年度八百津町一般会計補正
予算（第 10 号） ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 1億 2,618 万 6千円を増額し、予算総額 65憶 6,742 万

1千円

議案第 19 号 令和 4 年度八百津町一般会計予算 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 予算総額 58憶 7,300 万円（対前年度比 1.3％）

議案第 20 号 令和 4 年度八百津町国民健康保険
特別会計予算 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 予算総額 13憶 9,000 万円（対前年度比 2.7％）

議案第 21 号 令和 4 年度八百津町後期高齢者 
医療特別会計予算 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 予算総額 1憶 9,800 万円（対前年度比 7.0％）

議案第 22 号 令和 4 年度八百津町介護保険特別
会計予算 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 予算総額 11憶 2,000 万円（対前年度比△ 0.2％）

議案第 23 号 令和 4 年度八百津町水道事業会計
予算 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 予算総額 6憶 9,349 万 8千円（対前年度比△ 0.8％）

議案第 24 号 令和 4 年度八百津町下水道事業会
計予算 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 予算総額 7憶 2,179 万 9千円（対前年度比△ 4.4％）

議案第 25 号 財産の取得について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 道路用地の購入契約

議員提出議案
第 1 号

ロシアのウクライナ侵略に抗議 
する決議の提出について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇

ロシアのウクライナ侵略に抗議の意を表明し、政府に対し
て国際社会と連携し、制裁措置を含む迅速かつ厳格な対応
を要望するため議会の決議を付するもの



一 般 質 問 〜 主な質問と答弁の趣旨 〜

質　 問 　者 質　　　　問　　　　事　　　　項

安　藤　峰　行 町営住宅の現状と今後の課題について

後　藤　一　夫 コロナ禍における英語教育活動について

山　田　　　勉 自主防災組織の一層の拡充について

赤　塚　孝　博 森林等の管理について

舘　林　久　宜 女性限定の組織・団体について

長谷川　泰　幸 ゴミを減らすための３R（リデュース・リユース・リサイクル）の取組みについて

後　藤　香代里 東部やおまるの利便性向上およびスクールバスとの併用について

林　　　俊　宏 新年度新規事業「やおつのおやつフェスティバル」について
一般質問と答弁は、質問議員本人の文責です。

本会議（一般質問）の録画映像 「YouTube 八百津町議会チャンネル」

ご利用ください  ご利用ください  
� 「一般質問動画配信」  � 「一般質問動画配信」 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 ロシアのウクライナ侵略に抗議する決議 
　去る２月２４日、国際社会の懸命な外交努力にもかかわらず、ロシアはウクライナへの軍事侵略を�
開始した。そして首都キエフへの攻撃を始め、サボロジェ原発などウクライナ全土への軍事攻撃を
行っている。国際社会の平和と安全を著しく損なうものであり、戦後築き上げられてきた国際秩序
の根幹を脅かす暴挙である。
　また、プーチン大統領の核使用を示唆する発言は、唯一の被爆国として許容できない発言である。�
武力を背景として一方的に現状を変更しようとする侵略はウクライナの主権と領土の一体性を侵害
する明白な国際法違反であり、断じて容認する事が出来ない。
　本町議会は、国際秩序への挑戦とも言える今回のロシアによる軍事的暴挙に対し抗議と非難の意
を強く表明するとともに、真の恒久平和の実現に向け、即時の攻撃停止と、完全撤退を強く求め
るものである。また、政府においては、ウクライナ在留邦人の安全確保に全力を尽くすとともに、�
国際社会と連携し、制裁措置を含む、迅速かつ厳格な対応を行うよう強く要望する。

　以上、決議する。

　令和４年３月１１日
� 岐阜県八百津町議会

議員提出議案第１号
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町
営
住
宅
は
少
子
高
齢
化
、
人
口

増
加
対
策
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
が
、
老
朽
化
、
経
年
劣

化
に
伴
う
修
繕
、
建
て
替
え
、
新
規
の

計
画
が
あ
る
か
伺
う
。

（
中
嶋
建
設
課
長
）

町
営
住
宅
は
2
3
0
戸
あ
り
、

入
居
可
能
な
住
宅
と
し
て
管
理
し
て
い

る
住
宅
は
1
3
0
戸
で
、
92
戸
が
入

居
中
で
す
。
空
き
家
戸
数
は
38
戸
と
な

り
ま
す
。
入
居
申
込
の
状
況
に
応
じ
、

修
繕
な
ど
を
行
っ
て
か
ら
、
入
居
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

現
在
、
町
営
住
宅
が
、
慢
性
的
な
空

室
待
ち
と
い
う
状
況
に
は
な
く
、
入
居

希
望
に
は
対
応
で
き
て
い
る
た
め
、
町

営
・
町
有
住
宅
と
も
に
、
建
て
替
え
や

新
規
の
計
画
は
現
在
あ
り
ま
せ
ん
。
必

要
な
維
持
修
繕
は
、
適
宜
行
っ
て
い
ま

す
。
公
共
施
設
再
編
計
画
に
お
い
て
も

比
較
的
築
年
数
が
浅
い
施
設
は
、
継
続

的
に
適
切
に
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
き
、

そ
れ
以
外
は
、
最
低
限
の
維
持
管
理
と

し
、
老
朽
度
や
ニ
ー
ズ
を
勘
案
し
な
が

ら
、
施
設
再
編
を
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

再
編
計
画
に
よ
っ
て
で
き
た
跡
地

を
利
用
し
た
土
地
の
分
譲
や
町
営

住
宅
の
計
画
な
ど
の
人
口
増
加
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

（
中
嶋
建
設
課
長
）

今
後
、
町
内
で
も
空
き
家
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
し
た
物
件
へ
の
入
居
は
、
改
修
費

用
の
補
助
金
や
、
家
財
等
を
処
分
す
る

た
め
の
片
付
け
補
助
金
な
ど
が
利
用
で

き
、
多
く
の
空
き
家
を
登
録
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
さ

ら
な
る
充
実
に
、
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

新
年
度
か
ら
、
結
婚
生
活
支
援
補
助

金
の
中
で
、
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
も
対
象

と
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
に

よ
り
、
人
口
増
加
対
策
と
し
て
の
住
宅

供
給
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
用
途
廃
止
に
よ
る
除
去
、
売

り
払
い
な
ど
検
討
し
ま
す
。

2
0
2
0
年
よ
り
、
導
入
さ
れ
た

「
外
国
語
」教
科
に
つ
い
て
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
様
々
な
制
約
が
あ
る
中
、

担
任
の
補
助
役
で
あ
る
外
国
指
導
助
手

に
つ
い
て
、

①
持
ち
時
間
数
と
雇
用
契
約
は

②
外
国
語
活
動
を
ど
の
よ
う
な
形
で
進

め
ら
れ
た
の
か

こ
の
２
点
を
伺
う
。

（
社
本
教
育
長
）

①
３
名
の
A
L
T
は
、
小
学
校

３
・
４
年
生
の
外
国
語
活
動
や
小
学
校

５
・
６
年
生
の
外
国
語
の
授
業
の
ほ
か
、

保
育
園
児
、
小
学
校
１
・
２
年
生
、
中

学
校
の
全
生
徒
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と

し
て
雇
用
契
約
を
結
ん
で
お
り
、
勤
務

時
間
は
、
午
前
８
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
の
内
、
７
時
間
以
内
、
週
５
日
の
勤

務
で
す
。

②
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
児
童
生
徒

の
安
全
を
最
優
先
し
、
感
染
リ
ス
ク
の
低

い
他
の
活
動
と
組
み
合
わ
せ
た
り
、
短

時
間
に
し
た
り
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し

て
い
ま
す
。
各
学
校
で
は
、
時
間
、
距
離
、

声
の
大
き
さ
等
国
や
県
の
通
知
で
示
さ�

れ
た
視
点
に
配
慮
し
、
工
夫
し
て
授
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
児
童
自
身
が
生
き

た
発
音
に
触
れ

る
機
会
を
得
て
、

英
語
を
使
う
こ

と
へ
の
意
欲
が

高
ま
っ
て
い
る

姿
を
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

国
は
最
近
自
主
防
災
活
動
が
低
下

傾
向
に
あ
る
と
報
じ
て
い
る
が
、

各
種
団
体
や
高
校
生
の
参
加
な
ど
、
一

層
の
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
は
ど
う
か

伺
う
。（

岩
井
防
災
安
全
室
長
）

お
互
い
の
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

現
場
で
頼
り
と
な
る
の
が
自
主
防
災
組

織
で
あ
り
、
そ
の
担
い
手
は
地
域
の
皆

さ
ま
で
す
。
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上

げ
や
運
営
に
対
す
る
助
成
事
業
と
し
て
、

モ
デ
ル
自
主
防
災
活
動
支
援
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
自
主
防
災
組
織
で
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
人
材
育
成
で
は
、
防

災
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
防
災
士
養
成

講
座
の
開
催
や
、
資
格
取
得
経
費
の
助

問1

問1-2

問1

問1

答

答

答

答

安藤 峰行
議 員

後藤 一夫
議 員

山田 　勉
議 員
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成
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

1
5
2
名
の
方
が
防
災
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
認
定
登
録
し
て
い
ま
す
。
学
校
職

員
や
赤
十
字
奉
仕
団
と
の
防
災
研
修
や

意
見
交
換
、
C
C
ネ
ッ
ト
で
防
災
番

組
の
制
作
な
ど
、
防
災
意
識
の
向
上
も

図
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
令
和

４
年
度
に
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
計
画
や
、
美
濃
加
茂
定
住

自
立
圏
で
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を

共
同
開
催
す
る
な
ど
、
防
災
力
の
底
上

げ
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
C
C

ネ
ッ
ト
で
地
域
の
避
難
訓
練
等
の
機
会

に
活
用
で
き
る
防
災
番
組
を
制
作
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

者
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
令
和

４
年
度
は
、
意
向
調
査
区
域
の
境
界
明

確
化
・
林
相
界
調
査
を
予
定
し
、
今
後
、

間
伐
等
の
施
業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

町
内
全
域
の
危
険
木
の
状
況
調
査
や

把
握
は
、
非
常
に
困
難
で
あ
る
た
め
、

地
区
の
こ
と
を
よ
く
知
る
自
治
会
等
か

ら
の
要
望
に
よ
り
、
岐
阜
県
の
「
清
流

の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
基
金
事
業
」
の

里
山
林
整
備
事
業
を
活
用
し
実
施
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
危
険
木
の
除
去
に

は
、
公
共
施
設
、
住
宅
等
で
人
命
に
か

か
わ
る
可
能
性
が
高
く
、
対
象
地
域
は

危
険
性
・
公
共
性
・
公
益
性
等
条
件
が

あ
り
ま
す
。
令
和
元
年
度
は
八
百
津
中

学
校
通
学
路
、
令
和
２
年
度
は
和
知
小

学
校
通
学
路
の
危
険
木
除
去
を
実
施
し

ま
し
た
。
令
和
４
年
度
は
八
百
津
高
校

通
学
路
周
辺
を
要
望
し
ま
す
。

森
林
環
境
贈
与
税
を
利
用
し
て
、

危
険
木
を
未
然
に
伐
採
す
る
作
業

等
に
対
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る

制
度
を
取
り
入
れ
た
ら
ど
う
か
伺
う
。

（
後
藤
農
林
課
長
）

民
地
に
お
け
る
危
険
木
除
去
費
用

に
対
す
る
助
成
制
度
は
、
公
益
性
・
公

平
性
・
行
政
関
与
の
必
要
性
等
を
含
め
、

他
の
自
治
体
の
事
例
等
を
参
考
に
調
査

研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
林
を
管
理
す
る
た
め
、森
林
経

営
管
理
制
度
や
森
林
環
境
譲
与
税

が
あ
る
が
、実
績
と
今
後
の
活
用
に
つ
い

て
伺
う
。ま
た
、危
険
木
等
の
状
況
把
握

及
び
対
策
と「
里
山
林
整
備
事
業
」を
活

用
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
伺
う
。

（
後
藤
農
林
課
長
）

令
和
元
年
度
は
山
林
所
有
者
閲
覧

シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
令
和
２
年
度
・
３

年
度
は
八
百
津
水
源
地
域
の
森
林
所
有

行
政
と
し
て
S
D
G
s
の
第
５

目
標
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現

し
よ
う
」
に
も
あ
る
男
女
を
問
わ
ず
、

活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
へ
取
組
ま
れ

る
中
、
行
政
が
所
管
す
る
団
体
の
中
に

な
ぜ
「
交
通
マ
マ
」
は
存
在
す
る
の
か
。

当
初
の
目
的
や
設
立
の
経
緯
、
ま
た
、

本
当
に
必
要
な
団
体
な
の
か
ど
う
か
伺

う
。（

岩
井
防
災
安
全
室
長
）

交
通
マ
マ
の
設
立
時
の
目
的
は
、

交
通
弱
者
に
対
す
る
正
し
い
通
行
方
法

を
教
示
す
る
愛
の
呼
び
か
け
を
行
い
、

交
通
事
故
防
止
を
図
る
こ
と
で
す
。
そ

の
経
緯
は
、
昭
和
35
年
、
国
が
全
国
交

通
安
全
運
動
実
施
要
綱
を
策
定
し
、
岐

阜
県
が
交
通
安
全
運
動
を
推
進
す
る
た

め
、
昭
和
43
年
設
置
基
準
を
定
め
、
市

町
村
単
位
で
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
が
始
ま
り
で
す
。

委
嘱
が
始
ま
っ
た
昭
和
40
年
代
の
社

会
情
勢
の
頃
か
ら
働
き
方
は
大
き
く
変

化
し
ま
し
た
。
町
で
は
第
２
次
八
百
津

町
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
策
定
し
、

安
全
分
野
で
は
、「
交
通
安
全
活
動
等

の
地
域
活
動
に
、
男
女
が
と
も
に
関
わ

り
合
え
る
よ
う
、
情
報
提
供
や
そ
の
機

会
づ
く
り
に
努
め
る
」
こ
と
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
課
題
と
し

て
、
女
性
に
限
定
す
る
活
動
、
日
中
活

動
時
間
の
確
保
、
人
材
不
足
、
活
動

の
重
複
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
、
必

要
性
を
改
め
て

検
討
す
べ
き
も

の
と
考
え
ま
す
。

今
後
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
見

直
し
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

資
源
循
環
を
促
進
す
る
た
め
、「
持

ち
込
み
ス
ポ
ッ
ト
」
の
仕
組
み
を

つ
く
り
３
Ｒ
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
ゴ

ミ
の
減
量
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
伺
う
。

（
古
田
水
道
環
境
課
長
）

リ
ユ
ー
ス
品
と
し
て
持
ち
込
み
で

き
る
「
不
用
品
持
ち
込
み
ス
ポ
ッ
ト
」

の
設
置
は
、
粗
大
ご
み
の
量
の
削
減
や

処
理
費
の
削
減
に
有
効
な
取
り
組
み
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
実
施
す
る
に
あ

赤塚 孝博
議 員

舘林 久宜
議 員

長谷川 泰幸
議 員

問1

問1-2

問1

問1

答

答

答

答
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型
自
動
車
の
３
年
以
上
の
運
転
実
績

や
、
無
事
故
無
違
反
で
児
童
生
徒
の
生

命
を
預
け
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
人
格
者

を
要
件
と
し
、
運
行
業
務
業
者
の
選
定

は
、
企
業
理
念
、
業
務
実
績
、
危
機
管

理
体
制
、
安
全
運
行
管
理
体
制
等
、
厳

し
い
選
定
基
準
に
よ
っ
て
遠
距
離
通
学

の
児
童
生
徒
の
安
全
な
通
学
手
段
を
確

保
し
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
児
童
生
徒
の
安
全

性
を
考
慮
し
、
よ
り
運

行
業
務
の
専
門
的
な

業
者
に
委
託
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

新
年
度
新
規
事
業
は
町
の
活
性
化

の
新
た
な
取
組
み
と
し
て
期
待
し

て
い
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
日
程
や
場
所
、

企
画
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
商

工
会
や
岐
阜
バ
ン
ジ
ー
と
連
携
し
て
は

ど
う
か
伺
う
。

（
山
田
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室
長
）

10
月
１
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い

る
「
や
お
つ
の
お
や
つ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
で
は
、
八
百
津
本
町
通
り
を
歩
行

た
っ
て
は
、
保
管
ス
ペ
ー
ス
・
再
利
用

可
能
か
の
見
極
め
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
w
e
b
上
で

の
受
け
付
け
な
ど
、
情
報
提
供
す
る
環

境
整
備
も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
先

進
地
の
取
り
組
み
を
参
考
と
し
な
が
ら
、

当
町
に
お
い
て
も
実
施
可
能
か
ど
う
か

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

「
や
お
つ
ー
し
ん
」
を
活
用
し
て

閲
覧
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど

う
か
伺
う
。

（
古
田
水
道
環
境
課
長
）

「
や
お
つ
ー
し
ん
」の
機
能
を
利
用

し
て
、
ご
提
案
の
活
用
も
十
分
考
え
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
従
来
の
防
災
行
政

無
線
か
ら
、
機
能
が
格
段
に
向
上
し
た

「
や
お
つ
ー
し
ん
」
を
、
様
々
な
ご
み

減
量
化
に
活
用
で
き
る
よ
う
ア
イ
デ
ア

を
絞
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
民
が
安
心
し
て
移
動
で
き
る
手

段
と
し
て
公
共
交
通
「
や
お
ま

る
」
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
利
便

性
向
上
の
た
め
に
、
土
日
運
行
、
病
院

へ
の
乗
り
入
れ
を
検
討
し
て
は
ど
う
か

伺
う
。（

大
鋸
地
域
振
興
課
長
）

運
行
状
況
や
地
域
の
声
に
よ
っ

て
「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
」
の
見

直
し
や
運
行
時
間
の
拡
充
も
実
施
し
て

き
ま
し
た
。「
土
日
運
行
」
は
、
今
後

町
の
協
議
会
で
検
討
を
お
願
い
す
る
予

定
で
す
。「
病
院
へ
の
乗
り
入
れ
」
は
、

運
行
区
域
外
へ
の
乗
り
入
れ
と
い
う
取

り
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
接
続
箇
所
、

事
業
者
路
線
と
の
調
整
な
ど
、
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、
現
在
関
係
機
関
と
協

議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
や
お
ま
る
の

利
用
が
な
い
時
間
帯
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス

と
し
て
使
用
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

（
佐
藤
教
育
課
長
）

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転
手
は
、
大

者
天
国
と
し
、
八
百
津
町
の
「
食
」
を

テ
ー
マ
に
、
町
の
お
い
し
い
も
の
や
観

光
な
ど
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

で
、
事
業
者
の
新
し
い
商
品
開
発
や
移

住
な
ど
の
き
っ
か
け
に
繋
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
出
店
や
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
路

上
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
他
、「
栗

の
新
商
品
企
画
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
を

実
施
し
、
話
題
性
を
高
め
る
企
画
も
検

討
し
て
募
集
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
雑
誌
、
メ

デ
ィ
ア
や
S
N
S
な
ど
を
活
用
し
た

P
R
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

商
工
会
と
の
連
携
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
岐
阜
バ
ン
ジ
ー
に
つ
い
て
も
、
今

後
の
企
画
の
中
で
連
携
で
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
、

活
力
あ
る
ま
ち
八
百
津
町
を
発
信
す
る

機
会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

後藤 香代里
議 員

問1問1-2

問1-2

問1

答答

答

答

林 　俊宏
議 員



［1月］�
	 1日	 〇野上白山神社歳旦祭
	 9日	 〇町消防出初式
	12日	 〇議会運営委員会
		  〇議会全員協議会
		  〇第1回議会臨時会
		  〇建設文教常任委員会
		  〇総務民生常任委員会
20日	 〇議会だより編集委員会
25日	 ※例月出納検査
		  ○県議長会地方財政対策等説明会
26日	 ※随時監査

［2月］�
	 2日	 〇議会だより編集委員会
	17日	 ※定例監査
	18日	 〇議会全員協議会
		  〇�可茂町村議会議長会及び研修会
	24日	 〇議会運営委員会
	25日	 ※例月出納検査

［3月］�
	 2日	 〇議会全員協議会
		  〇第2回議会定例会
		  〇総務民生常任委員会
		  〇建設文教常任委員会
	 4日	 〇�第1回可茂地域一部事務組合議会�

定例会
	 7日	 〇議会運営委員会
	11日	 〇議会運営委員会
		  〇第2回議会定例会
	15日	 〇建設文教常任委員会
	16日	 〇総務民生常任委員会
	18日	 〇議会全員協議会
		  〇第2回議会定例会
	23日	 〇県町村議会議長会評議員会
	24日	 ※随時監査
		  〇町空家等対策協議会
	25日	 ※例月出納検査
		  〇町消防友の会役員会
	28日	 ○名鉄広見線活性化協議会

議
会
日
誌
（
令
和
４
年
１
月
か
ら
３
月
）

議会だより５月号編集委員会
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